
安原 拓輝さん

棚元  篤さん余呉 海斗さん

土田 蒼良さん 堀田 大地さん竹内 幹太さん

▶�基準賃金広告（２月６日、３月６日、
４月６日に北日本新聞に掲載）

	▲通常総会の様子

魚
津
、
富
山
、
高
岡
、
砺
波
の

４
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
の
生
徒
、

６
名
が
終
了
式
を
む
か
え
ま
し
た
。

各
式
で
は
校
長
か
ら
の
修
了
証
書

授
与
の
後
、
参
列
し
た
多
く
の
来

賓
、
関
係
者
か
ら
修
了
生
に
対
し

祝
福
と
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ

県
下
４
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

県
下
４
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

◆
３
月
18
日（
水
）
午
前
10
時
～

◆
修
了
生　

３
名

安
原　

拓
輝
さ
ん

堀
田　

大
地
さ
ん

竹
内　

幹
太
さ
ん

◆
３
月
25
日（
水
）
午
後
３
時
～

◆
修
了
生　

１
名

余
呉　

海
斗
さ
ん

◆
３
月
23
日（
月
）
午
後
２
時
～

◆
修
了
生　

１
名

棚
元　

篤
さ
ん

◆
３
月
23
日（
月
）
午
後
２
時
～

◆
修
了
生　

１
名

土
田　

蒼
良
さ
ん

高
岡
訓
練
校

砺
波
訓
練
校

富
山
訓
練
校

建
築
高
等
職
業
訓
練
校

魚
津
訓
練
校

日　

時　

�

令
和
８
年
３
月
６
日（
金
）

午
後
３
時

場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

出
席
者　

45
名

開
会
に
あ
た
り
松
原
青
年
部
協
議

会
議
長
か
ら
、
建
築
業
界
が
資
材
価

格
の
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い

状
況
に
あ
る
な
か
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
必
死
に
汗
を
流
し
て
い
る
が
、

個
人
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
県
連
の
「
横
の
つ
な
が
り
」
が

か
っ
て
な
い
ほ
ど
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
今
年
度
は
特
に
「
組

県
連
関
係
組
織
の

総
会
開
催
報
告

青
年
部
協
議
会

「
職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
」な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
青
年
部
交
流
集
会

へ
の
参
加
、組
織
拡
大
の
た
め
の
訪

問
活
動
の
取
組
み
等
を
決
議
。

令和８年度 令和８年度 通常総会通常総会をを開催開催
令
和
８
年
度
通
常
総
会
が
、
２
月
５
日（
木
）午
後

１
時
30
分
か
ら
「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
杉
原
会
長
よ
り
「
第
三
次
・
担
い
手
３
法
」

の
成
立
や
「
労
務
費
に
関
す
る
基
準
」
の
公
表
に
示

さ
れ
る
と
お
り
、
適
正
な
労
務
費
が
技
能
者
に
支
払

わ
れ
る
よ
う
政
府
が
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
私
た
ち

に
追
風
が
吹
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
今
総
会
で
決
定

す
る
基
準
賃
金
を
も
と
に
会
員
各
自
が
自
覚
を
も
っ

て
労
務
費
の
増
額
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と
。

基
準
賃
金
は
３
回
に
わ
た
り
北
日
本
新
聞
に
掲
載
し
、

世
の
中
に
周
知
を
は
か
る
こ
と
。
ま
た
適
正
な
労
務

費
の
基
準
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
レ
ベ
ル
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、
ぜ

ひ
と
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
を
行
い
、

射
水
支
部
の
笹
川
征
一
氏
を
議
長
に

選
任
し
、
資
格
審
査
委
員
の
任
命
の

後
、
議
事
に
入
り
、
令
和
７
年
度
事

業
経
過
報
告
承
認
の
件
、
令
和
７
年

度
事
業
収
支
決
算
承
認
の
件
、
令
和

８
年
度
入
会
金
・
会
費
承
認
の
件
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件
、

令
和
８
年
度
事
業
収
支
予
算
承
認
の

件
、
剰
余
金
処
分
承
認
の
件
の
６
議

案
の
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
建
総
連
書
記
次
長
の

西
雅
史
氏
か
ら
国
保
組
合
の
来
年
度

予
算
案
、「
労
務
費
基
準
」
の
公
表
、

「
賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、

全
建
総
連
の
組
合
員
数
に
つ
い
て
の

報
告
と
開
会
冒
頭
の
杉
原
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
関
す
る
補
足
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

開
宴
の
杉
原
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
参
議
院
議
員　

野
上
浩
太
郎

氏
、
富
山
県
議
会
議
長　

武
田
慎
一

氏
か
ら
の
祝
辞
を
受
け
た
後
、
富
山

県
建
築
士
会
の
西
野
会
長
の
乾
杯
の

発
声
に
よ
り
宴
会
に
移
り
ま
し
た
。

宴
会
の
途
中
、
前
衆
議
院
議
員　

田

畑
裕
明
氏
も
来
場
さ
れ
、
祝
辞
を
受

け
た
後
、
懇
親
会
を
続
け
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

織
拡
大
と
新
し
い
仲
間
づ
く
り
」
に

力
を
入
れ
た
い
と
の
方
針
を
述
べ
、

審
議
に
入
り
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
全
建
総
連
組
織
部
長

の
竹
谷
英
幸
氏
よ
り
、
組
織
拡
大
に

つ
い
て
課
題
と
対
応
策
等
に
つ
い
て

の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

日　

時　

�

令
和
８
年
３
月
26
日（
木
）

午
前
10
時
～

場　

所　

�

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

出
席
者　

37
名

総
会
終
了
後
、
富
山
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
の
福
井
貴
実
子
氏

よ
り
「
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
づ
く

り
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し
ま

し
た
。 シ

ニ
ア
の
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
視
察
研
修
会
等

の
事
業
計
画
、役
員
改
選
に
つ
い
て
決
議

賃上げチャレンジミッション
ブースト動画の視聴

YouTubeリンク https://youtu.be/2w_gzmTHNnY

全建総連は「賃上げチャレンジミッションブースト動画」を
YouTube公開しています。

このなかで「第三次・担い手3法」の施行、労務費に関する基
準の策定、CCUSレベル別年収、見積書の作成、請負契約の締
結などの解説とともに、法律制定や基準策定までの経過と今
後の方向性、またそれぞれの内容の関連性が解説されていま
すので、ぜひともご視聴ください。

ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
校
に
お
い
て
修
了

生
代
表
が
答
辞
を
述
べ
、
指
導
員

等
関
係
者
へ
の
感
謝
と
建
築
大
工

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
へ
の
決
意

を
述
べ
、
式
を
終
え
ま
し
た
。
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国民年金基金への
加入について

全建総連では老後の所得保障の役割
を果たす国民年金を補完する国民年金
基金制度への加入勧奨を行っており、
当県連でも加入者増加を目指します。

国民年金は国民年金とセットで一人
親方など自営業者の老後の所得補償を
担うもので、老後に国民年金に上乗せ
した年金を受け取るための公的な年金
制度です。また掛金は全額所得控除の
対象になります。

詳しくは本号に同封した全国国民年
基金のチラシを参照いただき、裏面の
紹介票に必要事項を記入し、県連まで
FAXで連絡をお願いします。

	▶
施
工
例
の
数
々

	◀（
上
）自
宅
軒
下
。移
動
可
能
な
造
り
に
な
っ

て
い
る
。（
下
）リ
ビ
ン
グ
吹
き
抜
け

Ｑ　

大
工
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

身
内
に
大
工
は
お
ら
ず
、
父
も

大
工
で
は
な
く
、
河
川
の
石
積
み
護

岸
で
使
う
玉
石
な
ど
を
施
工
す
る
石

屋
を
し
て
い
た
。
私
も
大
工
に
な
る

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
が
あ
っ

た
。
中
学
卒
業
後
は
富
山
地
方
鉄
道

に
入
社
し
、
3
年
ほ
ど
バ
ス
の
車
掌

を
経
験
。
そ
の
後
大
工
に
な
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
会
社
を
辞
め
、

富
山
市
の
建
設
会
社
に
入
社
し
て
念

願
の
大
工
に
な
っ
た
。
し
か
し
事
情

に
よ
り
1
年
ほ
ど
で
辞
め
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
、
知
り
合
い
の
伝
手

を
頼
っ
て
大
阪
へ
。
東
淀
川
の
自
動

車
修
理
工
場
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、

大
阪
自
動
車
整
備
振
興
会
で
自
動
車

整
備
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
3
年
ほ
ど

整
備
工
と
し
て
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

以
前
勤
め
て
い
た
建
設
会
社
の
社
長

か
ら
戻
る
よ
う
勧
め
ら
れ
、
再
び
富

山
で
大
工
と
し
て
働
き
始
め
た
。

Ｑ　

な
ぜ
大
工
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ　

現
実
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
大
工

の
収
入
が
よ
か
っ
た
こ
と
や
、
10
時

と
3
時
の
休
憩
が
あ
る
と
こ
ろ
、
世

間
の
大
工
に
対
す
る
敬
意
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
し
か
し
一
番
は
、
木
の

匂
い
が
大
好
き
で
、
刃
物
で
木
を
刻

む
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が

大
き
か
っ
た
。
当
時
は
地
元
立
山
の

木
を
よ
く
使
っ
て
お
り
、
カ
ン
ナ
で

薄
く
削
っ
た
様
を
友
達
に
よ
く
自
慢

し
た
も
の
だ
。
今
で
も
名
刺
に
カ
ン

ナ
の
イ
ラ
ス
ト
を
載
せ
て
い
る
ぐ
ら

い
だ
。

Ｑ　

地
元
富
山
に
戻
っ
て
き

て
か
ら
は
？

Ａ　

富
山
に
戻
り
再
び
大
工

と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
私

を
こ
ち
ら
に
呼
び
戻
し
か
わ

い
が
っ
て
く
れ
た
社
長
が
残
念
な
が

ら
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
ま
ま
会
社
も
廃
業
。
勤
め
先
が
な

く
な
り
、
路
頭
に
迷
う
か
と
思
っ
た

矢
先
、
建
設
会
社
の
お
客
さ
ん
か
ら

新
築
1
軒
を
直
接
依
頼
さ
れ
請
け
負

う
こ
と
に
な
っ
た
。
無
事
完
成
し
た

後
、
今
度
は
地
元
の
方
か
ら
建
築
の

依
頼
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
親
族
の
家
か
ら
…
と
い
う
よ
う

に
な
ぜ
か
依
頼
が
次
々
と
続
き
、
意

図
せ
ず
大
工
と
し
て
独
立
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
勤
め
て
い
た
会
社
が
な

く
な
っ
た
後
、
営
業
経
験
も
な
く
顧

客
も
も
た
な
い
自
分
が
今
後
大
工
と

し
て
ど
う
し
た
も
の
か
と
不
安
に

思
っ
て
い
た
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
依
頼
が
続
き
今
に
至
っ
て
い
る
。

令
和
８
年
３
月
末
の
会
員
数
は
3
，

5
9
9
人
と
な
っ
て
お
り
、
減
少
傾
向

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
富
山
県
建
築
組
合
連
合
会

は
昭
和
41
年
５
月
31
日
に
社
団
法
人
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
設
立
の

翌
昭
和
42
年
２
月
の
社
員
総
会
議
事
録

に
よ
る
と
総
社
員
数
は
5
，666


人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
後
、
会
員
数
は
増

加
し
昭
和
58
年
で
は
7
，642


人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
と
は
社
会
情
勢

が
大
き
く
異
な
る
た
め
数
値
の
み
を
単

純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
５
年
間
の
推
移
を
見
て
も
会
員

４
月
18
日（
土
）の
午
後
、
南
砺
市

専
勝
寺
の
野
村
木
材
株
式
会
社
と
井

波
の
野
原
銘
木
店
で
木
材
に
関
す
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
18
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

野
村
木
材
で
は
代
表
取
締
役
の
野

村
昌
浩
さ
ん
か
ら
、
樹
種
と
し
て
の

富
山
県
産
杉
、
米
松
、
桧
な
ど
特
長
、

木
材
乾
燥
機
で
の
乾
燥
、
原
木
か
ら

製
材
へ
の
加
工
工
程
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
砺
波
職
業
訓
練
校
か
ら
参

加
し
て
訓
練
生
を
は
じ
め
、
参
加
者

一
同
、
熱
心
に
説
明
を
受
け
、
質
問

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
井
波
の
野
原
銘
木
店
に

移
動
し
社
長
か
ら
倉
庫
の
な
か
を
案

内
し
て
も
ら
い
、
木
材
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
倉
庫
に
入
る
と
木
の
芳

香
と
、
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
多
く
の
銘
木
に
参
加
者
は
圧
倒

さ
れ
、「
目
の
保
養
に
な
っ
た
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
の
会
視
察
研
修
会
が
４
月

21
日（
火
）に
29
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

研
修
先
は
石
川
県
金
沢
市
の
金

石
・
大
野
地
区
と
羽
咋
市
で
し
た
。

金
石
・
大
野
地
区
は
藩
政
期
に
は
金

沢
の
外
港
と
し
て
北
前
船
が
寄
港
し

た
地
で
あ
り
、
今
で
も
当
時
の
街
並

み
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
秋

葉
神
社
や
本
龍
寺
、
観
田
家
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
の
後
向

か
っ
た
羽
咋
市
の
妙
成
寺
は
日
蓮
宗

の
名
刹
で
、
境
内
の
本
堂
、
仁
王
門
、

五
重
塔
を
見
学
し
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
は
雨
天
で
し
た
が
、

研
修
に
向
か
う
こ
ろ
に
は
雨
も
や
み
、

晴
天
の
も
と
街
並
み
の
散
策
や
、
爽

青
年
部
協
議
会
で
は
全
建
総
連
の
組

織
拡
大
強
化
の
取
組
み
に
連
動
し
て
、

３
月
か
ら
６
月
、
９
月
か
ら
11
月
の
期

間
に
各
地
協
ご
と
10
名
を
目
途
に
会
員

へ
の
訪
問
活
動
を
行
い
ま
す
。
訪
問
先

は
既
に
県
連
に
加
入
し
て
い
る
会
員
と

し
、
県
連
主
催
の
講
習
会
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

登
録
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
相
手

か
ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
聞
き
、

そ
の
場
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
後

日
、
答
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
活
動
は
、
青
年
部
総
会
で

の
松
原
議
長
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
と
お

新川地協　立山支部
栃山 正雄さん

新
規
加
入
者
の
獲
得
に
つ
い
て

会
員
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す

木
材
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

視
察
研
修
会
を
開
催

「
も
っ
と
知
り
た
い
、木
の
こ
と
！
」

数
は
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま

で
推
移
す
れ
ば
５
年
後
に
は
3
，０
０
０

人
を
下
回
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
富
山
の
対
前
年
減
少
率
は
全
建

総
連
全
体
と
比
較
し
て
も
毎
年
１
％

程
度
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
本
号
掲
載
記
事
の
と
お

り
青
年
部
で
は
組
織
拡
大
の
た
め
の

組
合
員
訪
問
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
新
規
加
入
者
募
集
の

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
各
支
部
に
配
布

し
ま
す
の
で
、
会
員
獲
得
の
協
力
を

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

り
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
と
共
有

そ
し
て
連
携
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
る
な
か
、
ま
ず
は
既
存
会
員
の

「
横
の
つ
な
が
り
」
を
強
化
し
、
そ

れ
を
も
と
に
新
規
会
員
の
獲
得
、
新

し
い
仲
間
づ
く
り
の
第
一
歩
と
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
た
め
訪
問
を
受
け
た
方
は
、

ぜ
ひ
と
も
率
直
な
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
、

青
年
部
か
ら
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
訪
問
活
動
へ
の
同
伴
な
ど
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●会員の推移� （単位：人、％）

年
富山県連 全建総連

人数 前年対比 人数 前年対比

2022年 3,981 623,828

2023年 3,873 97.3 615,838 98.7

2024年 3,776 97.5 607,844 98.7

2025年 3,703 98.1 599,492 98.6

2026年 3,599 97.2 589,452 98.3

今
回
は
日
ご
ろ
取
り
扱
っ
て
い
る

木
材
に
つ
い
て
、
知
見
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
し

た
が
、
６
月
開
催
予
定
の
パ
ッ
シ
ブ

タ
ウ
ン
研
修
会
な
ど
、
県
連
で
は
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

や
か
な
新
緑
の
山
々
を
移
動
中
の
車

窓
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
一
同
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

青
年
部
協
議
会

シ
ニ
ア
の
会
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国民健康
保険料

国国庫庫支支出出金金

繰越金

〈
令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
定
〉

通
常
組
合
会
が
、
２
月
27
日（
金
）

午
後
２
時
よ
り
富
山
県
建
築
会
館
２

階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で

の
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

令
和
８
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
事
業
計
画
の
件

議
案
第
２
号

令
和
８
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
歳
入
歳
出
予
算
の
件

議
案
第
３
号

令
和
８
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
規
約
の
一
部
改
正
の

件
議
案
第
４
号

令
和
８
年
度 

法
令
遵
守
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画
の
件

議
案
第
５
号

令
和
８
年
度 

借
入
金
の
件

通
常
組
合
会
を
開
催

月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
の
組
合
員

及
び
家
族
の
方
で
、

保
険
料
は

500


円
／
人
（
月
額
）
と
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
令

和
８
年
度
建
設
国
保
の
ご
案
内
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
当
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
て
ご

確
認
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
医
療
分
・
後
期

分
・
介
護
分
の
保
険
料
は
据
置
き
と

な
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
国
保
組
合
関
係
予

算
は
、
全
国
の
仲
間
と
共
に
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
や
地
元
国
会
議
員
要
請
行

動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和

７
年
度
予
算
比
で
１
０
４
・
８
億
円

増
の
２
７
２
０
・
８
億
円
と
な
り
ま

し
た
。
仲
間
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
９
年
度
の
国
保
組
合
関
係
予

算
に
お
い
て
も
、
現
行
水
準
の
確

保
・
拡
充
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
組
合
員
一
人
ハ
ガ

キ
２
枚
を
目
標
と
す
る
“
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
（
夏
）”
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
組
合
は
、
組
合
が
定
め
る
規
約

に
該
当
す
る
者
だ
け
が
加
入
で
き
る

健
康
保
険
制
度
の
国
保
組
合
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
加
入
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
受
入
に
あ
た
っ
て
必
要
な
要
素

ハ
ガ
キ
要
請
行
動（
夏
）の

取
組
み
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
は
富
山
県
建

設
国
保
組
合
の
加
入
資
格

確
認
を
実
施
し
ま
す

で
あ
り
、
監
督
官
庁
で
あ
る
厚
労
省

か
ら
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
組
合
で
は
今
年
、
一

人
親
方
の
方
を
含
む
す
べ
て
の
組
合

員
を
対
象
に
加
入
資
格
確
認
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
確
認
は
、

①
富
山
県
内
に
住
所
地
が
あ
る
こ
と
、

②
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
及

び
従
事
し
て
い
る
状
況
に
関
す
る
も

の
と
な
り
ま
す
。

調
査
は
、
６
月
か
ら
の
開
始
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
後
日
、
地
域
建
築
組
合

を
通
じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

色
々
と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
証
明
書
類
等
の
提

出
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
は
高
額
な
医
療

費
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

仕
組
み
で
、
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
維
持
し
て
い
く
観
点
か
ら
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
令
和
８
年
度
建
設
国
保
の

ご
案
内
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
当
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認

下
さ
い
。

令
和
８
年
８
月
か
ら
高
額
療

養
費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

令和７年度特定健診受診率
（3月までの速報値）

地域名 受診
対象者 受診者 受診率

富 山 405 221 54.6%
三 郷 20 13 65.0%
富 南 46 23 50.0%
八 幡 33 22 66.7%
岩 瀬 41 23 56.1%
四 方 43 30 69.8%
水 橋 67 41 61.2%
細 入 17 15 88.2%
婦 中 110 80 72.7%
呉 羽 181 104 57.5%
大 山 28 15 53.6%
大 沢 野 86 69 80.2%
八 尾 94 54 57.4%
山 田 10 9 90.0%
朝 日 101 72 71.3%
入 善 176 104 59.1%
魚 津 247 144 58.3%
立 山 87 41 47.1%
加 積 145 74 51.0%
上 市 91 44 48.4%
黒 部 157 99 63.1%
高 岡 225 141 62.7%
高 岡 南 83 53 63.9%
高岡東部 47 34 72.3%
西 高 岡 71 38 53.5%
太 田 21 15 71.4%
般 若 野 32 24 75.0%
氷 見 165 94 57.0%
小 矢 部 88 49 55.7%
福 岡 38 20 52.6%
新 湊 203 85 41.9%
射 水 241 120 49.8%
砺 波 117 82 70.1%
井 波 34 22 64.7%
福 光 57 29 50.9%
福 野 30 23 76.7%
城 端 49 34 69.4%
合 計 3,686 2,160 58.6%

受診券の有無は、条件によって異なります。
●�令和8.4.1までに建設国保組合に加入の40～74歳�
※「40歳」とは、年度内に40歳になる方（昭和62.3.31生まれまで） 受診券あり

●令和8.4.2以降に建設国保組合に加入の40～74歳（年度途中加入者）
●年度内に75歳になる方（75歳の誕生日前日まで受診できます。）
●39歳以下の方

受診券なし

※受診券は6月以降、所属の地域組合にあります。

＜受診方法＞①～③の方法があります。
① 地域組合で開催される集団健診で受診
② 指定実施機関を予約して受診
③ 指定実施機関以外（かかりつけ医等）を予約して受診

受診方法① 受診方法②と③
手
順
日時・場所等、詳細については所属の
地域組合へお問い合わせください。

直接、健診機関(病院)へ予約(電話等)をしてく
ださい。

受
診
券
地域組合で管理しています。

＜受診券がある方＞
受診時に必ず受診券が必要です。受診券を地域組
合より入手してください。
＜受診券がない方＞
｢マイナ保険証｣ もしくは ｢資格確認書｣ のどち
らか、お手元にある方を持参してください。

特定健康診査と追加健診の検査項目 受診方法①と② 受診方法③
受診券あり 受診券なし 受診券あり 受診券なし

最大
約20,775円
の検査項目

基本
健診

身体測定、血圧測定、問診、血液検
査、尿検査、診察

無料 無料

無料

＊2
追加
健診

胃がん、肺がん、大腸がん、視力、
聴力、貧血、心電図、眼底、追加血
液検査（肝臓等検査）

＊１

＊１：受診を希望しても、受診することができない項目です。
＊２：�検査項目は医療機関によって異なりますが、費用全額を一旦お支払いいただき、申請によ

り15,000円を上限として補助いたします。
※指定実施機関等、詳細は「特定健診等のご案内」のチラシをご覧ください。

令和８年度　特定健診について
実施期間：令和8年4月1日～令和9年2月28日まで
対 象 者：�組合員 および 建設国保組合に加入のご家族�

※健診日に当国保組合の資格がない方は受診できません。

●
今
回
の
お
父
さ
ん

新
川
地
協 

加
積
支
部

八
倉
巻　

新
さ
ん

滑
川
市
立
滑
川
中
学
校
2
年

八や

倉ぐ
ら

巻ま
き

瑠る

千ち

琉る

さ
ん

僕
の
父
は
塗
装
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。�

父
は
体
が
痛
い
日
で
も

休
ま
ず
に
、い
ろ
い
ろ
な
現

場
へ
行
き
、暑
い
日
も
寒
い

日
も
家
族
の
た
め
に
頑

張
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。�

ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て

も
、休
み
の
日
に
は
僕
や
弟
・

妹
と
遊
ん
で
く
れ
た
り
、僕

の
部
活
動
の
練
習
や
試
合

を
見
に
来
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。�

そ
ん
な
父
の
姿
を
見
て

い
る
と
、本
当
に
家
族
の
こ

と
を
大
事
に
し
て
く
れ
て

い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。�

家
族
の
た
め
、そ
し
て
地

域
の
人
の
た
め
に
一
生
懸

命
働
い
て
い
る
父
の
こ
と

を
、僕
は
と
て
も
尊
敬
し
て

い
ま
す
。�

お
父
さ
ん
、い
つ
も
あ
り

が
と
う
。�

当
組
合
で
は
、
高
額
療
養
費
制
度

の
所
得
区
分
判
定
等
の
た
め
に
、
当

国
保
加
入
者
全
員
の
住
民
税
情
報
を

市
町
村
か
ら
取
得
し
て
い
ま
す
。
前

年
度
に
所
得
の
あ
る
方
は
所
得
税
の

確
定
申
告
を
、
所
得
が
な
か
っ
た
方

で
も
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親

族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
は

市
役
所
等
で
住
民
税
の
申
告
（
ゼ
ロ

円
申
告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
の
所
得
区

分
判
定
等
の
た
め
確
定
申
告

又
は
住
民
税
の
申
告
を
！

議
案
第
６
号

令
和
８
年
度 

保
険
料
の
件

議
案
第
７
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

役
員
補
充
選
任
の
件

新
理
事
の
選
任

２
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
組

合
会
で
、
令
和
７
年
11
月
か
ら
欠
員

と
な
っ
て
い
た
理
事
一
名
の
補
充
選

任
が
承
認
さ
れ
、
新
湊
地
域
組
合
の

高
岡
亮
輔
氏
が
新
た
に
理
事
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
、

現
行
の
医
療
分
・
後
期
分
・
介
護
分

保
険
料
に
併
せ
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
分
の
保
険
料
の
徴
収
が
始

ま
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
４

令
和
８
年
度
か
ら
の

保
険
料
に
つ
い
て（
ご
案
内
）

富山県建設国保の歳入
（イメージ）

　　第226号	 富山県建築組合連合会だより匠	 令和８年（2026年）４月28日( 3 )



●タテのキー
①お米をグツグツとやわらかく炊いた消化のよい食べ物
②ウサギを英語で
③完熟した果肉は特にやわらかい、甘～い香りのピンクの果物
④怪人二十面相はこの名人
⑤「あちっ！」でとっさに触る体のやわらかいところ
⑦オリンピックの2位の色
⑧草を刈る道具
⑩まさに「グニャグニャ」という言葉がピッタリのヨーガはこの国古来の健康法
⑫木綿より絹ごしの方がよりやわらかなヘルシー食品
⑬後ろが過去なら前は？
⑭いわゆるアンラッキー
⑯食器を優しく洗うソフトなキッチン用品
⑱タイヤの中身
⑳水や液をシュ！と霧吹き
㉒落花生の産地といえば
㉔普通のゆで卵よりもトロトロ～のやわらかい白身になる○○○○卵
㉗種類はウルメやカタクチ
㉘つきたてはやわらかでよく伸びる、いかにも力がつきそうな食べ物
㉚つい目がくらみそうに…

●ヨコのキー
①バレリーナは日々 のレッスンを欠かさず行い、その柔軟で美しい○○○を保つ
③フワフワでやわらか～いアンゴラヤギの毛
⑥折りながら数える
⑦符号は「？」
⑧シャンプー後のリンスでしっとりやわらかな手触りに
⑨シングルベッド2台で…
⑪かかとが内側を向く歩き方
⑬やわらかい毛糸で編んだ二股の手袋
⑭ピューピューとザーザー
⑮テレカを使うと減っていく
⑰柔軟剤で仕上げれば、フンワリと乾いてやわらかな着心地に
⑲堅いのにズッーと座っていたらお尻が痛くなった
㉑美味しいフルーツ○○○
㉓水瓶の次の星座
㉕カラメルをかけて食べるプルプルのデザート
㉖汚れた手にウヨウヨいる！？
㉘臭い！ガス○○かも…
㉙この程度は○○の口だね
㉛例えば、カマンベールは外は少し固め、中はとってもやわらか
㉜羽毛や綿を詰めたふっくらとした洋風座布団

いろんなやわらかいものがあるね

●先回の解答　バンシャク
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に決定しました。�
〈当選者名〉（敬称略）�
水口　吉廣（加積）　　松田三枝子（立山）　　平田　奉文（呉羽）
金森　賢一（新湊）　　藤井　　覚（氷見）

●応募方法　Ａ〜G の文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵便番号・
住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りください。
FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分
の図書券を進呈します。解答と当選者は匠227号で発表します。

●応募締切日　令和８年６月30日（火）消印有効
●送付先

〒939-8251 富山市西荒屋25-４　富山県建築組合連合会  
クロスワードパズル係
FAX：076-428-8277

第
31
回 

県
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

●団体戦
順位 チーム名 成績

1 高 岡 南 A 1,566
2 西 高 岡 1,351
3 黒 部 A 1,346
4 富 山 1,328
5 大 山 A 1,277
6 大 山 B 1,249
7 射 水 B 1,239
8 射 水 A 1,239
9 岩 瀬 1,227
10 婦 中 1,224

●県連ボウリング大会優勝チーム履歴
回 開催年 支部名
１ 平成６年 八 尾
２ 平成７年 八 尾
３ 平成８年 富 山
４ 平成９年 八 尾
５ 平成10年 八 尾
６ 平成11年 八 尾
７ 平成12年 戸 出
８ 平成13年 富 山
９ 平成14年 富 山
10 平成15年 八 尾
11 平成16年 戸 出 B

●個人戦
順位 氏名 チーム名 成績

1 山田　康司 高 岡 南 A 346
2 武田　順成 高 岡 南 A 341
3 上田　勇二 婦 中 337
4 松田　　昇 高 岡 南 A 331
5 間部宏一郎 黒 部 A 327
6 吉江　孝人 高 岡 南 A 311
7 袋　　敏夫 富 山 303
8 清原　良浩 射 水 B 301
9 高島　一樹 西 高 岡 299
10 矢沢　洋平 八 幡 298

※成績はHDCPを含みます。

●
物
故
会
員
名

（
令
和
７
年
12
月
12
日
～
令
和
８
年
４
月
14
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

魚　

津

武
田　
　

守

68
歳

魚　

津

濱
田　

政
樹

78
歳

加　

積

下
坂　

英
樹

52
歳

富　

山

川
辺　

秀
一

72
歳

八　

幡

松
村　

和
昭

46
歳

福　

光

木
屋　

英
樹

67
歳

以
上
６
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

八倉巻  新
（新川地協 加積支部）

加
積
建
築
組
合
で
青
年
部
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
八
倉
巻
新
で
す
。
私

は
高
校
中
退
後
、
様
々
な
業
種
を
経

験
し
、
19
歳
で
建
築
塗
装
の
仕
事
に

就
き
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
、
ゼ
ネ

コ
ン
な
ど
大
き
な
現
場
が
多
く
、
初

め
て
の
事
だ
ら
け
で
し
た
が
、
厳
し

く
も
優
し
い
先
輩
方
か
ら
、
刷
毛
・

ロ
ー
ラ
ー
の
扱
い
方
や
養
生
、
下
地

処
理
、
吹
付
け
な
ど
塗
装
の
基
礎
技

術
を
学
び
ま
し
た
。
２
年
ほ
ど
経
ち
、

環
境
を
変
え
、
さ
ら
に
塗
装
職
人
と

し
て
経
験
を
積
み
た
い
と
思
い
、
黒

部
市
の
平
野
塗
工
に
入
社
し
ま
し
た
。

平
野
塗
工
で
は
、
新
築
の
外
壁
・

屋
根
塗
装
、
内
部
仕
上
げ
、
吹
付
け
、

調
色
、
意
匠
仕
上
げ
な
ど
多
様
な
現

場
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
も
多
く
担
当
し
、
そ

こ
に
合
っ
た
塗
料
や
適
切
な
工
法
を

判
断
す
る
知
識
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

特
に
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
お
客
様
と
直

接
お
話
し
す
る
機
会
も
多
く
、
施
工

後
に
「
綺
麗
に
な
っ
た
、
あ
り
が
と

う
」
な
ど
喜
び
の
声
を
い
た
だ
け
る

こ
と
が
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
丁
寧
で
誠
実
な
塗
装
仕

事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

組
合
活
動
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
行
事
に

参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
先
輩

方
と
交
流
す
る
中
で
多
く
の
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
の

「
職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
」
で
は
子
ど

も
た
ち
に
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
も

の
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

建
築
業
界
で
は
担
い
手
不
足
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
未
来
の
職
人
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
12
日（
日
）

に
富
山
地
鉄
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ

ウ
ル
で
23
チ
ー
ム
、
135



人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
成
績
は
以
下
の
と
お

り
で
、
高
岡
南
A
チ
ー
ム
が

戸
出
チ
ー
ム
か
ら
数
え
15
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
過
去

か
ら
の
優
勝
チ
ー
ム
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。
高
岡
南

チ
ー
ム
に
は
さ
ら
な
る
連
覇

を
、
ま
た
他
の
チ
ー
ム
は
打

倒
高
岡
南
を
め
ざ
し
来
年
の

大
会
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

① 丸のこ等取扱い作業従事者特別教育
開　催　日　�7月2日（木）12時45分～17時30分 

（受付12時10分～）
申込締切日　6月22日（月）
募 集 人 数　50名
場　　　所　県連会館2階会議室
受　講　料　3,500円（テキスト代含む）
※�詳細ならびに申込様式は県連ホームページを参

照してください。

② 足場の組立て等作業従事者特別教育
8月中下旬に県連会館で開催を予定

③ 登録建築大工基幹技能者講習
福井県建築組合連合会で開催予定
開催日は未定

令和8年度令和8年度
県連関係講習・県連関係講習・
特別教育について特別教育について

回 開催年 支部名
12 平成17年 戸 出
13 平成18年 戸 出
14 平成19年 魚 津
15 平成20年 ？
16 平成21年 富 山
17 平成22年 戸 出
18 平成23年 戸 出
19 平成24年 戸 出
20 平成25年 戸 出 A
21 平成26年 戸 出 A
22 平成27年 戸 出 A

回 開催年 支部名
23 平成28年 戸 出 A
24 平成29年 戸 出 A
25 平成30年 戸 出
26 令和１年 戸 出
27 令和３年 戸 出 A
28 令和５年 高岡南A
29 令和６年 高岡南A
30 令和７年 高岡南A
31 令和８年 高岡南A

上記①②はCCUS
能力評価レベル2、
③はレベル4に必要
な講習・特別教育で
す。

令和８年（2026年）４月28日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第226号　　( 4 )

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp


